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(57)【要約】
【課題】信号ラインへのプリチャージ信号の供給時にお
けるプリチャージラインの電位変動を抑制することがで
きる液晶表示装置を提供する。
【解決手段】プリチャージラインと所定の容量を介して
補正信号ラインを形成し、この補正信号ラインに補正信
号を供給する。補正信号は、信号ラインへのプリチャー
ジ信号の供給開始タイミングと略同時に高レベル電位か
ら低レベル電位へと変化し、信号ラインへのプリチャー
ジ信号の供給終了タイミングから徐々に低レベル電位か
ら高レベル電位へと変化する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行方向に配されたゲートラインと、列方向に配された信号ラインと、各ゲートラインと
各信号ラインが交差する部分に配された行列状の画素とを有する画素アレイ部と、
　各ゲートラインに接続され、所定の垂直走査期間で各画素を行毎に順次選択する垂直走
査回路と、
　映像信号を供給する映像ラインと、
　該映像ラインと各信号ラインとの間に接続された第１のスイッチング素子群と、
　所定の水平走査期間で前記第１のスイッチング素子群を順次駆動し、選択された行の画
素に映像信号を書き込む水平走査回路と、
　プリチャージ信号を供給するプリチャージラインと、
　該プリチャージラインと各信号ラインとの間に接続された第２のスイッチング素子群と
、
　前記プリチャージラインと所定の容量を介して接続され、補正信号を供給する補正信号
ラインと、
　各所定の水平走査期間に先立つ水平ブランキング期間で前記第２のスイッチング素子群
の各スイッチング素子を一斉に駆動し、各信号ラインに一斉にプリチャージ信号を印加す
るプリチャージ駆動回路とを備える表示装置であって、
　前記補正信号は、前記第２のスイッチング素子群の各スイッチング素子がオン状態とな
ると略同時に高レベル電位から低レベル電位へと変化し、前記第２のスイッチング素子群
の各スイッチング素子がオフ状態となると徐々に低レベル電位から高レベル電位へと変化
する
　表示装置。
【請求項２】
　前記補正信号は、前記第２のスイッチング素子群の各スイッチング素子の開閉パルスに
同期して生成された
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記プリチャージ駆動回路は、第１のレベルの第１のプリチャージ信号を印加した後に
、第２のレベルの第２のプリチャージ信号を印加する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記プリチャージ駆動回路は、黒レベルのプリチャージ信号を印加した後に、グレーレ
ベルのプリチャージ信号を印加する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　行方向に配されたゲートラインと、列方向に配された信号ラインと、各ゲートラインと
各信号ラインが交差する部分に配された行列状の画素とを有する画素アレイ部と、
　各ゲートラインに接続され、所定の垂直走査期間で各画素を行毎に順次選択する垂直走
査回路と、
　映像信号を供給する映像ラインと、
　該映像ラインと各信号ラインとの間に接続された第１のスイッチング素子群と、
　所定の水平走査期間で前記第１のスイッチング素子群を順次駆動し、選択された行の画
素に映像信号を書き込む水平走査回路と、
　プリチャージ信号を供給するプリチャージラインと、
　該プリチャージラインと各信号ラインとの間に接続された第２のスイッチング素子群と
、
　前記プリチャージラインと所定の容量を介して接続され、補正信号を供給する補正信号
ラインと、
　各所定の水平走査期間に先立つ水平ブランキング期間で前記第２のスイッチング素子群
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の各スイッチング素子を一斉に駆動し、各信号ラインに一斉にプリチャージ信号を印加す
るプリチャージ駆動回路とを有する表示装置を備え、
　該表示装置によって変調された光を用いて映像表示を行なう映像表示装置であって、
　前記補正信号は、前記第２のスイッチング素子群の各スイッチング素子がオン状態とな
ると略同時に高レベル電位から低レベル電位へと変化し、前記第２のスイッチング素子群
の各スイッチング素子がオフ状態となると徐々に低レベル電位から高レベル電位へと変化
する
　映像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置及び映像表示装置に関する。詳しくは、映像信号の書き込みに先立っ
て、あらかじめプリチャージ信号を書き込む方式を採る表示装置及び映像表示装置に係る
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　図６を参照して従来のアクティブマトリクス駆動方式の液晶表示装置を説明する。アク
ティブマトリクス駆動方式の液晶表示装置は、行方向に配されたゲートライン２０１と、
列方向に配された信号ライン２０２と、両者の各交差部に配された保持容量２０３を有す
る行列状の液晶画素２０４とを備えており、保持容量の一端は保持容量の基準電位を供給
するコモンライン２２０と接続されている。また、各ゲートラインは、書き込みを行なう
行を選択する垂直走査回路２０５に接続されている。更に、各信号ラインは、映像信号を
供給する映像ライン２０８と第１のスイッチング素子２０９ａ、２０９ｂ、２０９ｃを介
して接続されると共に、プリチャージ信号の供給を行なうプリチャージ駆動回路２０７に
接続されている、
　なお、図６では説明の便宜上３行×３列のみを表しているものの、実際には画素は数十
万～数百万個配置されている。
【０００３】
　上記の様に構成された液晶表示装置では、垂直走査回路により各ゲートラインを線順次
で走査して一水平期間（１Ｈ）毎に一行分の液晶画素を選択する。そして、水平走査回路
２０６により１Ｈ内で第１のスイッチング素子を順次オンの状態とすることで、選択され
た一行分の液晶画素に点順次で映像信号の書き込みを行なう。
【０００４】
　上記した水平走査回路はシフトレジスタを使用して第１のスイッチング素子のオンとオ
フのタイミングを制御し時分割で１ライン毎若しくは複数ライン毎に映像信号を信号ライ
ンにサンプルホールドするのであるが、水平走査回路の負担を軽減するために、水平ブラ
ンキング期間にプリチャージ駆動回路で信号ラインをあらかじめ所定の電位に充電を行な
うこととするプリチャージ駆動方式が採用されている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００５】
　ここで、従来の液晶表示装置における信号ラインへの映像信号の書き込み動作について
説明する。なお、図７中符合２０８は映像ラインを示しており、第１のスイッチング素子
（１）２０９ａをオンの状態とすることで第１の信号ライン２１０ａに映像信号が供給さ
れ、第１のスイッチング素子（２）２０９ｂをオンの状態とすることで第２の信号ライン
２１０ｂに映像信号が供給され、第１のスイッチング素子（３）２０９ｃをオンの状態と
することで第３の信号ライン２１０ｃに映像信号が供給されることとなる。
【０００６】
　また、図７中符合２１１はプリチャージ駆動回路内に設けられたプリチャージラインを
示しており、各信号ラインは、プリチャージラインと第２のスイッチング素子２１２ａ、
２１２ｂ、２１２ｃを介して接続されており、第２のスイッチング素子（１）２１２ａを
オンの状態とすることで第１の信号ラインにプリチャージ信号が供給され、第２のスイッ
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チング素子（２）２１２ｂをオンの状態とすることで第２の信号ラインにプリチャージ信
号が供給され、第２のスイッチング素子（３）２１２ｃをオンの状態とすることで第３の
信号ラインのプリチャージ信号が供給されることとなる。
【０００７】
　さて、従来の液晶表示装置における信号ラインへの映像信号の書き込み動作については
、先ず、水平ブランキング期間に第２のスイッチング素子（１）、第２のスイッチング素
子（２）及び第２のスイッチング素子（３）をオンの状態として第１の信号ライン、第２
の信号ライン及び第３の信号ラインをプリチャージし（図７（ａ）参照。）、次に、第２
のスイッチング素子（１）、第２のスイッチング素子（２）及び第２のスイッチング素子
（３）を一斉にオフの状態とする（図７（ｂ）参照。）。
　続いて、第１のスイッチング素子（１）をオンの状態として第１の信号ラインに映像信
号を書き込む（図７（ｃ）参照。）。また、第１のスイッチング素子（１）をオフの状態
とした後に、第１のスイッチング素子（２）をオンの状態として第２の信号ラインに映像
信号を書き込む（図７（ｄ）参照。）。更に、第１のスイッチング素子（２）をオフの状
態とした後に、第１のスイッチング素子（３）をオンの状態として第３の信号ラインに映
像信号を書き込む。
　以降、同様の動作を繰り返すことによって、全ての信号ラインに対して映像信号の書き
込みを行なっている。
【０００８】
　以下、プリチャージ信号の書き込みについて更に詳細に説明を行なう。
　図８（ａ）は、従来のプリチャージ駆動回路の一例を説明するための模式図であり、こ
こで示すプリチャージ駆動回路では、プリチャージ信号ＰＳＩＧが供給されるプリチャー
ジライン２１３が第２のスイッチング素子２１２を介して信号ライン（図示せず）と接続
されており、各第２のスイッチング素子には、プリチャージ制御パルスＰＣＧ及びプリチ
ャージ制御反転パルスＰＣＧＸが供給可能に構成されている。なお、プリチャージ駆動回
路の構成としては、図８（ａ）で示す様に、ＰＣＧ及びＰＣＧＸの増幅を単一のバッファ
ーで行う回路構成の他に、図８（ｂ）で示す様に、所定数の第２のスイッチング素子を単
一ユニットとし、ユニット毎にもバッファーを配した回路構成を採っても良い。また、図
８では第２のスイッチング素子としてトランスミッションゲートを使用した場合を例示し
ているが、第２のスイッチング素子として単体のトランジスタで構成する回路構成を採っ
ても良い。
【０００９】
　さて、信号ラインへのプリチャージ信号の書き込みは、水平ブランキング期間において
プリチャージ制御パルスＰＣＧが論理正となり、プリチャージ制御反転パルスＰＣＧＸが
論理負となる期間（図９中符合Ａで示す期間）に行われることとなる。即ち、プリチャー
ジ制御パルスＰＣＧを論理正とし、プリチャージ制御反転パルスＰＣＧＸを論理負とする
ことで、各第２のスイッチング素子がオンの状態となり、各信号ラインにプリチャージ信
号ＰＳＩＧが供給されることとなる。
【００１０】
　具体的には、外部からＰＣＧ－ｉｎ信号がクロック生成回路（ＧＥＮ）に入力されると
クロック生成回路において、ＰＣＧＸ－ｉｎが生成されることとなる。そして、ＰＣＧ－
ｉｎ及びＰＣＧＸ－ｉｎはバッファー回路（Ｂｕｆｆｅｒ）によって増幅された後に各第
２のスイッチング素子に供給され、第２のスイッチング素子がオンの状態となると、先ず
は信号ラインに黒レベルのプリチャージ信号（例えば２Ｖのプリチャージ信号）の書き込
みがなされ、続いて、グレーレベルのプリチャージ信号（例えば９Ｖのプリチャージ信号
）の書き込みがなされることとなる。
【００１１】
【特許文献１】特開平１０－１０５１２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１２】
　ところで、第２のスイッチング素子がオンの状態となると、全ての信号ラインに一斉に
プリチャージ信号の書き込みがなされることとなるが、前段の１Ｈに保持していた信号ラ
イン電位とプリチャージ信号の電位の差が大きな場合には、第２のスイッチング素子がオ
ンの状態となった瞬間にプリチャージラインの電位が信号ラインの保持電位の影響を受け
てしまう。
【００１３】
　具体的には、外部からＰＣＧ－ｉｎ信号をクロック生成回路に入力すると同時にプリチ
ャージラインには黒レベルのプリチャージ信号（例えば２Ｖのプリチャージ信号）を供給
するのであるが、ＰＣＧ－ｉｎ信号がクロック生成回路に入力され、その後、第２のスイ
ッチング素子がオンの状態となった瞬間にプリチャージラインの電位が高レベル電位側に
引き込まれてしまう現象が生じる（図１０中符合Ｂ参照。）。
【００１４】
　なお、図９及び図１０中符合ＰＣＧ－ｉｎはクロック生成回路に入力されるＰＣＧ信号
の波形を示しており、符号ＰＣＧはプリチャージ駆動回路内のＰＣＧ信号の波形を示して
おり、符号ＰＳＩＧ－ｉｎはプリチャージラインに供給されるプリチャージ信号の波形を
示しており、ＰＳＩＧはプリチャージ駆動回路内のプリチャージ信号ラインの電位レベル
を示している。また、図９及び図１０中"ＶＩＤＥＯ"とは映像期間を示しており、"ＨＢ
ＬＡＮＫ"とは水平ブランキング期間を示している。
【００１５】
　ここで、プリチャージラインの電位が高レベル電位側に引き込まれた場合には、意図す
るプリチャージラインの電位（例えば２Ｖ）の状態に戻るまでに時間を要することとなり
、結果的に信号ラインにプリチャージ信号を書き込むための時間が余分にかかってしまう
こととなる。そして、プリチャージ信号の書き込みに時間がかかると結果的に水平ブラン
キング期間を長く設定する必要があり、信号ラインへ実際の映像信号を書き込む期間を圧
迫してしまい、液晶表示装置の大型化、高精細化を見据えた場合には水平ブランキング期
間の増大は非常に大きな問題となり得る。
【００１６】
　なお、プリチャージラインの電位が高レベル電位側に引き込まれる現象を抑制する方法
として、プリチャージラインの低抵抗化も考えられるものの、プリチャージラインの低抵
抗化による引き込み現象の抑制には限界があり、必ずしも妥当な方法であるとは言い難い
。
【００１７】
　本発明は以上の点に鑑みて創案されたものであって、信号ラインへのプリチャージ信号
の供給時におけるプリチャージラインの電位変動を抑制することができる表示装置及び映
像表示装置を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る表示装置は、行方向に配されたゲートライ
ンと、列方向に配された信号ラインと、各ゲートラインと各信号ラインが交差する部分に
配された行列状の画素とを有する画素アレイ部と、各ゲートラインに接続され、所定の垂
直走査期間で各画素を行毎に順次選択する垂直走査回路と、映像信号を供給する映像ライ
ンと、該映像ラインと各信号ラインとの間に接続された第１のスイッチング素子群と、所
定の水平走査期間で前記第１のスイッチング素子群を順次駆動し、選択された行の画素に
映像信号を書き込む水平走査回路と、プリチャージ信号を供給するプリチャージラインと
、該プリチャージラインと各信号ラインとの間に接続された第２のスイッチング素子群と
、前記プリチャージラインと所定の容量を介して接続され、補正信号を供給する補正信号
ラインと、各所定の水平走査期間に先立つ水平ブランキング期間で前記第２のスイッチン
グ素子群の各スイッチング素子を一斉に駆動し、各信号ラインに一斉にプリチャージ信号
を印加するプリチャージ駆動回路とを備える表示装置であって、前記補正信号は、前記第
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２のスイッチング素子群の各スイッチング素子がオン状態となると略同時に高レベル電位
から低レベル電位へと変化し、前記第２のスイッチング素子群の各スイッチング素子がオ
フ状態となると徐々に低レベル電位から高レベル電位へと変化させる。
【００１９】
　また、上記の目的を達成するために、本発明に係る映像表示装置は、行方向に配された
ゲートラインと、列方向に配された信号ラインと、各ゲートラインと各信号ラインが交差
する部分に配された行列状の画素とを有する画素アレイ部と、各ゲートラインに接続され
、所定の垂直走査期間で各画素を行毎に順次選択する垂直走査回路と、映像信号を供給す
る映像ラインと、該映像ラインと各信号ラインとの間に接続された第１のスイッチング素
子群と、所定の水平走査期間で前記第１のスイッチング素子群を順次駆動し、選択された
行の画素に映像信号を書き込む水平走査回路と、プリチャージ信号を供給するプリチャー
ジラインと、該プリチャージラインと各信号ラインとの間に接続された第２のスイッチン
グ素子群と、前記プリチャージラインと所定の容量を介して接続され、補正信号を供給す
る補正信号ラインと、各所定の水平走査期間に先立つ水平ブランキング期間で前記第２の
スイッチング素子群の各スイッチング素子を一斉に駆動し、各信号ラインに一斉にプリチ
ャージ信号を印加するプリチャージ駆動回路とを有する表示装置を備え、該表示装置によ
って変調された光を用いて映像表示を行なう映像表示装置であって、前記補正信号は、前
記第２のスイッチング素子群の各スイッチング素子がオン状態となると略同時に高レベル
電位から低レベル電位へと変化し、前記第２のスイッチング素子群の各スイッチング素子
がオフ状態となると徐々に低レベル電位から高レベル電位へと変化させる。
【００２０】
　ここで、補正信号を供給する補正信号ラインがプリチャージラインと所定の容量を介し
て接続されているために、プリチャージラインは補正信号ラインのカップリングの影響を
受けることとなり、補正信号ラインの電位変動はプリチャージラインの電位変動にも影響
を及ぼすことができる。
　そして、補正信号ラインに供給される補正信号が、第２のスイッチング素子群の各スイ
ッチング素子がオン状態となると略同時に高レベル電位から低レベル電位へと変化するこ
とによって、補正信号ラインの電位変動によりプリチャージラインの電位を低レベル電位
側に引き下げることができる。
　一方、補正信号ラインの供給される補正信号が、第２のスイッチング素子群の各スイッ
チング素子がオフ状態となると徐々に低レベル電位から高レベル電位へと変化することに
よって、補正信号ラインの電位変動によるプリチャージラインへの影響を最小限に抑制す
る事ができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明を適用した表示装置及び映像表示装置では、第２のスイッチング素子群の各スイ
ッチング素子がオン状態となると略同時に補正信号ラインの電位変動によりプリチャージ
ラインの電位を低レベル電位側に引き下げることができるために、第２のスイッチング素
子群の各スイッチング素子がオン状態となった際のプリチャージラインの電位変動を抑制
することができる。即ち、第２のスイッチング素子がオンの状態となるとプリチャージラ
インの電位が信号ラインの保持電位の影響を受けて高レベル電位側に引き上げられようと
するが（引き込まれようとするが）、補正信号ラインの電位変動によりプリチャージライ
ンの電位を低レベル電位側に引き下げることによって、結果としてプリチャージラインの
電位変動を抑制することができ、プリチャージラインの電位変動を最小限に抑えることが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明し、本発明の理解に供する
。
　図１は本発明を適用した表示装置の一例であるアクティブマトリクス駆動方式の液晶表
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示装置であり、ここで示す液晶表示装置は、従来の液晶表示装置と同様に、行方向に配さ
れたゲートライン１と、列方向に配された信号ライン２と、両者の各交差部に配された保
持容量３を有する行列状の液晶画素４とを備えており、保持容量の一端は保持容量の基準
電位を供給するコモンライン２０と接続されている。なお、個々の液晶画素は薄膜トラン
ジスタにより駆動される。また、ゲートラインは、書き込みを行なう行を選択する垂直走
査回路５と接続されている。更に、信号ラインは、映像信号を供給する映像ライン１２と
第１のスイッチング素子８を介して接続されると共に、プリチャージ信号の供給を行なう
プリチャージ駆動回路７に接続されている。
　なお、図１では説明の便宜上３行×３列のみを表しているものの、実際には画素は数万
～数百万個配置されている。
【００２３】
　なお、上記の様に構成された液晶表示装置では、垂直走査回路により各ゲートラインを
線順次で走査して１Ｈ毎に一行分の液晶画素を選択し、水平走査回路６により１Ｈ内で第
１のスイッチング素子を順次オンの状態とすることで、選択された一行分の液晶画素に点
順次で映像信号の書き込みを行なう。
【００２４】
　図２（ａ）は本発明を適用した液晶表示装置におけるプリチャージ駆動回路を説明する
ための模式図であり、ここで示すプリチャージ駆動回路では、プリチャージ信号ＰＳＩＧ
が供給されるプリチャージライン１３が第２のスイッチング素子９を介して信号ライン（
図示せず）と接続されており、各第２のスイッチング素子には、プリチャージ制御パルス
ＰＣＧ及びプリチャージ制御反転パルスＰＣＧＸが供給可能に構成されている。更に、プ
リチャージラインと所定の容量１０を介して補正信号ライン１１が配置されており、この
補正信号ラインには補正信号ＰＳＣＭＰが供給可能に構成されている。
【００２５】
　ここで、本実施例では、ＰＣＧ及びＰＣＧＸの増幅を単一のバッファーで行なう場合を
例に挙げて説明を行っているが、図２（ｂ）で示す様に、所定数の第２のスイッチング素
子を単一ユニットとし、ユニット毎にもバッファーを配した回路構成を採っても良い。更
に、本実施例では、第２のスイッチング素子としてトランスミッションゲートを使用した
場合を例に挙げて説明を行っているが、第２のスイッチング素子として単体のトランジス
タを使用しても良い。
【００２６】
　さて、信号ラインへのプリチャージ信号の書き込みは、上記した従来の液晶表示装置と
同様に、水平ブランキング期間においてプリチャージ制御パルスＰＣＧが論理正となり、
プリチャージ制御反転パルスＰＣＧＸが論理負となる期間（図３中符合Ｃで示す期間）に
行われることとなる。即ち、プリチャージ制御パルスＰＣＧを論理正とし、プリチャージ
制御反転パルスＰＣＧＸを論理負とすることで、各第２のスイッチング素子がオンの状態
となり、各信号ラインにプリチャージ信号ＰＳＩＧが供給されることとなる。
【００２７】
　ここで、本実施例では、プリチャージ制御パルスＰＣＧの立ち上がりタイミングと略同
時に高レベル電位から低レベル電位へと変化し、プリチャージ制御パルスＰＣＧの立ち下
がりタイミングから徐々に低レベル電位から高レベル電位へと変化する補正信号ＰＳＣＭ
Ｐを補正信号ラインに供給する。
【００２８】
　具体的には、外部からＰＣＧ信号がクロック生成回路（ＧＥＮ）に入力され、クロック
生成回路において、ＰＣＧＸ及びＰＳＣＭＰが生成されることとなる。そして、ＰＣＧ、
ＰＣＧＸ及びＰＳＣＭＰはバッファー回路（Ｂｕｆｆｅｒ）によって増幅された後に、Ｐ
ＣＧ及びＰＣＧＸは各第２のスイッチング素子に供給され、ＰＳＣＭＰは補正信号ライン
に供給される。第２のスイッチング素子にＰＣＧ及びＰＣＧＸが供給され、第２のスイッ
チング素子がオンの状態となると、先ずは信号ラインに黒レベルのプリチャージ信号（例
えば２Ｖのプリチャージ信号）の書き込みがなされ、続いて、グレーレベルのプリチャー
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ジ信号（例えば９Ｖのプリチャージ信号）の書き込みがなされることとなる。
【００２９】
　本発明を適用した液晶表示装置では、ＰＣＧの立ち上がりタイミングと略同時に高レベ
ル電位から低レベル電位へと変化する補正信号ＰＳＣＭＰを補正信号ラインに供給してい
るために、具体的には、図３中符合Ｄで示すタイミングでＰＳＣＭＰをハイレベル電位か
らローレベル電位へと変位させているために、補正信号ラインの電位変動によりプリチャ
ージラインの電位を低レベル電位側に引き下げることができ、第２のスイッチング素子が
オンの状態となりプリチャージラインが信号ラインの保持電位の影響を受けて高レベル電
位側に引き込まれようとする現象をキャンセルする様にカップリングによる電位の引き下
げが実現し、結果的にプリチャージラインの電位の引き込みを抑制することができる（図
４参照。）。
【００３０】
　なお、図３及び図４中符合ＰＣＧ－ｉｎはクロック生成回路に入力されるＰＣＧ信号の
波形を示しており、符号ＰＣＧＸはクロック生成回路によって生成されたＰＣＧＸ信号の
波形を示しており、符号ＰＣＧはプリチャージ駆動回路内のＰＣＧ信号の波形を示してお
り、符号ＰＳＩＧ－ｉｎはプリチャージラインに供給されるプリチャージ信号の波形を示
しており、符号ＰＳＩＧはプリチャージ駆動回路内のプリチャージラインの電位レベルを
示しており、符号ＰＳＣＭＰは補正信号ラインの電位レベルを示している。
【００３１】
　そして、プリチャージラインの電位の引き込みを抑制することによって、全ての信号ラ
インへの一斉に行なうプリチャージ信号の書き込みが完了する期間の短縮化が実現し、水
平ブランキング期間の短縮化が可能となるために、映像信号を書き込む期間により多くの
時間を費やすことが可能となり、大画面、高精細、高速駆動の液晶表示装置を開発する上
で非常に有利になる。
【００３２】
　なお、プリチャージラインの電位の引き込みを抑制した後の補正信号の立ち上がりの際
にもカップリングによってプリチャージラインに影響を及ぼすことが充分に考えられるも
のの、本発明を適用した液晶表示装置では、補正信号の立ち上がりについてはできる限り
緩やかにすることで、プリチャージラインへのカップリングの影響を最小限に抑えている
。
【００３３】
　図５は本発明を適用した映像表示装置の一例である液晶プロジェクタを説明するための
模式図であり、ここで示す液晶プロジェクタ１００は、いわゆる３板方式として赤、緑、
青の３原色に対応した３つのライトバルブに図１に示す液晶表示装置を使用し、スクリー
ン上に拡大投影されたカラー映像を表示する投射型の画像表示装置である。
【００３４】
　具体的に、この反射型液晶プロジェクタは、照明光を出射する光源であるランプ１０１
と、ランプからの照明光を赤色光（Ｒ），緑色光（Ｇ），青色光（Ｂ）に分離する分離光
学手段であるダイクロイック色分離フィルタ１０２及びダイクロイックミラー１０３と、
分離された赤色光（Ｒ），緑色光（Ｇ），青色光（Ｂ）をそれぞれ変調して反射する光変
調手段であるＲライトバルブ１０４Ｒ，Ｇライトバルブ１０４Ｇ及びＢライトバルブ１０
４Ｂと、変調された赤色光（Ｒ），緑色光（Ｇ），青色光（Ｂ）を合成する合成光学手段
である合成プリズム１０５と、合成された照明光をスクリーンに投射する投射手段である
投射レンズ１０６とを備えている。
【００３５】
　ここで、ランプは、赤色光（Ｒ）、緑色光（Ｇ）及び青色光（Ｂ）を含む白色光を照射
するものであり、例えばハロゲンランプや、メタルハロゲンランプ、キセノンランプ等か
らなる。
【００３６】
　また、ランプとダイクロイック色分離フィルタとの間の光路中には、ランプから出射さ
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れた照明光の照度分布を均一化するフライアイレンズ１０７や、照明光のＰ，Ｓ偏光成分
を一方の偏光成分（例えばＳ偏光成分）に変換する偏光変換素子１０８、照明光を集光さ
せるコンデンサレンズ１０９等が配置されている。
【００３７】
　ダイクロイック色分離フィルタは、ランプから照射された白色光を青色光（Ｂ）とその
他の色光（Ｒ，Ｇ）とに分離する機能を有し、分離された青色光（Ｂ）とその他の色光（
Ｒ，Ｇ）とを互いに逆向きに反射させる様に構成されている。
【００３８】
　また、ダイクロイック色分離フィルタとＢライトバルブとの間には、分離された青色光
（Ｂ）をＢライトバルブに向けて反射させる全反射ミラー１１０が配置され、ダイクロイ
ック色分離フィルタとダイクロイックミラーとの間には、分離されたその他の色光（Ｒ，
Ｇ）をダイクロイックミラーに向けて反射させる全反射ミラー１１１が配置されている。
【００３９】
　ダイクロイックミラーは、その他の色光（Ｒ，Ｇ）を赤色光（Ｒ）と緑色光（Ｇ）とに
分離する機能を有し、分離された赤色光（Ｒ）をＲライトバルブに向かって透過させ、分
離された緑色光（Ｇ）をＧライトバルブに向かって反射させる。
【００４０】
　また、各ライトバルブ１０４Ｒ，１０４Ｇ，１０４Ｂと合成プリズムとの間には、それ
ぞれ分離された各色光Ｒ，Ｇ，Ｂを各ライトバルブに導くＲ，Ｇ，Ｂ偏光ビームスプリッ
タ１１２Ｒ，１１２Ｇ，１１２Ｂが配置されている。これらＲ，Ｇ，Ｂ偏光ビームスプリ
ッタは、入射した各色光Ｒ，Ｇ，ＢをＰ偏光成分とＳ偏光成分とに分離する機能を有し、
一方の偏光成分（例えばＳ偏光成分）をＲ，Ｇ，Ｂライトバルブに向かって反射させ、他
方の偏光成分（例えばＰ偏光成分）を合成プリズムに向かって透過させる。
【００４１】
　Ｒ，Ｇ，Ｂライトバルブは、上記した液晶表示装置からなり、各偏光ビームスプリッタ
によって導かれた一方の偏光成分（例えばＳ偏光成分）の光を映像信号に応じて偏光変調
させながら、その偏光変調された光を各偏光ビームスプリッタに向かって反射させる。
【００４２】
　合成プリズムは、いわゆるクロスキューブプリズムであり、各偏光ビームスプリッタを
通過した他方の偏光成分（例えばＰ偏光成分）の各色光Ｒ，Ｇ，Ｂを合成する機能を有し
、合成された光を投射レンズに向かって出射する。
【００４３】
　投射レンズは、合成プリズムからの光をスクリーンに向かって拡大投影する機能を有し
ている。
【００４４】
　以上の様に構成される液晶プロジェクタでは、ランプから出射された白色光がダイクロ
イック色分離フィルタ及びダイクロイックミラーによって赤色光（Ｒ），緑色光（Ｇ），
青色光（Ｂ）に分離される。これら分離された赤色光（Ｒ），緑色光（Ｇ），青色光（Ｂ
）は、Ｓ偏光成分の光であり、各偏光ビームスプリッタを通って各ライトバルブへと入射
される。各ライトバルブに入射された赤色光（Ｒ），緑色光（Ｇ），青色光（Ｂ）は、各
ライトバルブの各画素に印加される駆動電圧に応じて偏光変調された後、各偏光ビームス
プリッタに向かって反射される。そして、これら変調された赤色光（Ｒ），緑色光（Ｇ）
，青色光（Ｂ）は、Ｐ偏光成分の光のみが各偏光ビームスプリッタを透過し、合成プリズ
ムによって合成され、この合成された光が投射レンズによってスクリーン上に拡大投射さ
れる。
【００４５】
　以上の様にして、この液晶プロジェクタでは、ライトバルブによって変調された光に応
じた映像をスクリーン上に拡大投影することでカラー映像表示を行なう。
【００４６】
　ところで、各ライトバルブを構成する液晶表示装置は、上述した様に、水平ブランキン
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グ期間の短縮化が可能であり、映像信号を書き込む期間により多くの時間費やすことが可
能であることから、ここで示す液晶プロジェクタにおいても水平ブランキング期間の短縮
化が可能であり、映像信号を書き込む期間により多くの時間費やすことが可能となり、大
画面、高精細、高速駆動の液晶プロジェクタを開発する上で非常に有利となる。
【００４７】
　なお、本実施例では液晶プロジェクタのようにスクリーンに投射する投射型の画像表示
装置を例に挙げて説明を行ったが、本発明は液晶表示装置を直接見るような直視型の画像
表示装置にも広く適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明を適用した表示装置の一例であるアクティブマトリクス駆動方式の液晶表
示装置である。
【図２】本発明を適用した液晶表示装置におけるプリチャージ回路及びその変形例を説明
するための模式図である。
【図３】プリチャージ回路への入力信号を説明するための図である。
【図４】プリチャージラインの電位の引き込みの抑制を説明するための図である。
【図５】本発明を適用した映像表示装置の一例である液晶プロジェクタを説明するための
模式図である。
【図６】従来のアクティブマトリクス駆動方式の液晶表示装置を説明するための模式図で
ある。
【図７】従来の液晶表示装置における信号ラインへの映像信号の書き込み動作を説明する
ための模式図である。
【図８】従来の液晶表示装置におけるプリチャージ回路及びその変形例を説明するための
模式図である。
【図９】従来のプリチャージ回路への入力信号を説明するための図である。
【図１０】引き込みの発生を説明するための図である。
【符号の説明】
【００４９】
　　　１　　ゲートライン
　　　２　　信号ライン
　　　３　　保持容量
　　　４　　液晶画素
　　　５　　走査回路
　　　６　　サンプルホールド回路
　　　７　　プリチャージ回路
　　　８　　第１のスイッチング素子群
　　　９　　第２のスイッチング素子群
　　１０　　容量
　　１１　　補正信号供給ライン
　　２０　　コモンライン
　１００　　液晶プロジェクタ
　１０１　　ランプ
　１０２　　ダイクロイック色分離フィルタ
　１０３　　ダイクロイックミラー
　１０４　　ライトバルブ
　１０５　　合成プリズム
　１０６　　投射レンズ
　１０７　　フライアイレンズ
　１０８　　偏光変換素子
　１０９　　コンデンサレンズ
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　１１０、１１１　　全反射ミラー
　１１２　　偏光ビームスプリッタ

【図１】 【図２】

【図３】
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